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「

蓬
　

門
」
　
原

稿

募

集

「

蓬
門
」

の
原
稿

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

ど
ん
な
事
で
も
よ
い
で
す

。
原
稿
を
送

っ
て

下

さ
い

。

原
稿

送
付
先

蓬
田
村
教
育
委
員
会

（ １ ）

村民待望の村営高根スキ ー場が １月26日開設致し ました。

村民の皆様には、ぜひご利用していただき 、日ごろの運動不足を 解消して もら

い たい ものです。

蓬
田
駐
在
だ
よ
り

住

民

コ

ー
ナ

ー
を

大

い
に
利

用

し

よ

う

住
民

コ
ー
ナ
ー
が
、
昭

和
四

十
八
年
一

月
に
開
設
さ
れ
濟
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。

県
民

の
各
種

の
相
談
等
を
一

つ
の
窓
口

で
受
理
し
、
そ

の
内
容
に
よ

っ
て
警
察
組

織
あ
る
い
は
関
係
機
関
と
連
絡
を
と
り
な

が
ら
解
決

に
あ

た
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
（
昭
和
四
十
八
年
一
月
～
十

月
）
に
警
察
署

住
民
コ

ー
ナ
ー
で
取
り
扱

っ
た
の

は
二
、
六
五
二
件
で

、
そ
の
う
ち

二
五
一
六
件
の
九
五
※

を
解
決
し
て
お
り

ま
す

。

取
り
扱

っ
た
主
な
も
の
は
交
通
関
係
、

生
活
関
係
、
法

令
の
質

疑
で

全
体
の
八
五

％

を
占

め
て

お
り
ま
す
。

警
察
署
住
民
コ

ー
ナ

ー
に
加
え
て
、
こ

の
た
び
「

警
察
本
部
住
民
コ

ー
ナ

ー
」
が

開

設
さ
れ
ま
し
た
の
で
今
後

ま
す

ま
す
村

民

の
皆

さ
ん
の

ご
利
用
を
期
待
し
て

お
り

ま
す

。

○
　

相

談
な

ど
に
費
用
は
か

か

り

ま

せ

ん
。
ま
た
、
秘
密
は
守

り
ま
す

。

・
　

警
察
行
政
に
関
係
し
た
も
の

・
警

察
職
員
の
仕
事
の
し
か
た
や
態
度

な
ど
に
つ
い
て

・
そ

の
ほ
か
、
警
察
行
政

の
全
般
に
つ

い
て

村営高根スキー場開設

門

1世帯と人口

生
活
に
関
係
し
た
も
の

身
上
に
つ
い
て
の
こ

と
が
ら

家
族
や
親

類
の
い
ざ
こ
ざ

土
地
、
建
物

、
地
代

、
家
賃
に
つ
い

て物
辛
金
銭
の
貸
借
に
つ
い
て

法
律
で
わ
か
ら
な
い
こ

と

防
犯
に
関
係
し
た

も
の

少
年
の
非
行

防
止
そ

の
他

の
問
題
に

つ
い
て

村
民
生
活
を
お
び
や

か
す
公
害

お
よ

び
迷
惑
行
為

に
つ
い
て

家
出
人
や
出
稼
ぎ
な
ど
で

の
所
在
不

明
者
等
に
つ
い
て

交
通
に
関
係
し
た
も
の

交
通

事
故
の
相
談
に
つ
い
て

交
通
関
係
法
令
の
質

疑
に
つ
い
て

交
通
ぷ
反

の
処
分
、
点
数
制
度
や
講

習

に
つ
い
て

暴

力
に
関
係
し
た
も
の

暴
力
行
為
の
追
放
に
つ
い
て

暴
力
団
犯
罪
の
被
害
者
や
参
考
人
等

の
保
護

に
つ
い
て

暴
力
団

に
よ
る
犯
罪
お
よ
び
迷
惑
行

為

の
被
害
等
に
つ
い
て

そ
の
他
暴
力
事
犯
の
被
害
等
に
つ
い

て

蓬
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子
ど
も
会
卓
球
大
会
の
開
催

例
年
行
な
わ
れ
て
い
る
各
部
落
子

ど
も

会

対
抗
卓
球
大
会
が
一
月
二
十
七
日
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

寒
さ
に
も

ま
け
ず
子

ど
も
進

は
、
大
熱

戦

を
く

り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

団
体
戦

優
勝
　
蓬
田
子

ど
も
会

二
位
　

郷
沢
子

ど
も
会

三

位
　
中
沢
子

ど
も
会

三
位
　
長

科
子

ど
も
会

個
人
戦

四
年
生
の
男
子

一
位
　

藤
本
範
義
（

長
科
）

二
位
　

吉
田
博
雄
（

中
沢

）

三
位
　

福
田

康
則
（

郷
沢
）

三
位
　

吉
田

望
務
（
阿
弥
陀
川

）

五
年
生
の
男
子

一
位
　

藤
本
智
和
（
長
科
）

二
位
　

八
戸
一
人
（

阿
弥
陀
川

）

五
年
生
の
女
子

一
位
　

三
上
厚
子
（
中
沢
）

二
位
　

青
木
由
香
利
（

郷
沢

）

三
位
　

小
松
久
美
子
（

蓬
田

）

三
位
　

森
　

優
子
（

阿
弥
陀
川
）

六
年
生

の
男
子

一
位
　

八
戸
　

芫
（

阿
弥
陀
川
）

二
位
　

工
藤
幵

毅
（
長
科
）

三
位
　

坂
本
忠
弘
（
中
沢
）

中

学
一
年
の
男
子

一
位
　

藤
田
　

昇
（
中
沢
）

二
位
　

潸
水
春
明
（
蓬
田
）

三

位
　

木
戸
洋
司
（

瀬
辺
地
）

三
位
　

越
田
正

夫
（

瀬
辺
地
）

中
学
一
年
の
女
子

一
位
　

久
慈
歌
栄
（

広
瀬
）

二
位
　

室
谷
れ
つ
子
（
蓬
田

）

三
位
　

木
野
田

ゆ
み
子
（

瀬
辺
地
）

三
位
　

坂
本

る
い
子
（

長
科
）

中
学
二
年
の
男
子

一
位
　

青
木
一
義
（
郷
沢
）

二
位
　

小
松
靖
人
（
蓬
田
）

三
位
　

松
本
正
紀
（
長
科
）

三
位
　

細
谷
正
宏
（
蓬
田
）

中
学
二
年
の
女
子

一
位
　

中
川
寿
美
子
（
郷
沢
）

二
位
　

坂
本
賢
子
（
中
沢
）

三

位
　
藤
本
端
枝
（
長
科
）

三

位
　

久
慈
濆
喜
子
（

瀬
辺
地
）

６

月

を
私
達
が
背
負
う
時
が
来

る
の
だ
と
し
み

じ
み

ス
ト
ー
ブ
を
囲

み
話

し

合

い

ま

し

た
。

Ｘ

「
青
年
」
の
語
源

を
御
存

じ
で
す

か
？

「
青
雲

の
志
を
立
て

る
年
代
」
と
い
う

意
味

だ
そ

う
で
す
。
あ

な
た
は
青
雲
の
志

を
持
っ
て

ま
す

か
？

こ
の
気
持

の
あ

る
人

は
、
い
つ
ま
で
も
若
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

と
て
も
寒
い
晩

で
す
。
仲
間
道
が
白
い

息

を
（

ア
（

ア
さ
せ
な

が

ら
『

お

晩

で

す

。
』

と
公
民
館
に
集
ま
っ
て
来

ま
す

。

ド
ア
を
開
け
た
途
端
、
暖

か
い
ス
ト
ー
ブ

の
熱
気
で
張
り
つ

め
て
い
た
頬
が
思

わ
ず

に
っ
こ
り
と
緩
み
ま
す
・

一

月
二
十

六
日

中
央
公
民

館
に
お
い
て
臨
時

総

会

を

開

催
。
今
年

の
事
業
計
画
、
予
算
等
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
今
年

は
特
に
青
年

団
の
土

台

で
あ

る
各
単
位
団
組
織
の
強
化

を
目
標

に
次
の
よ
う
な
事
業
が
組
ま
れ
ま
し
た
。

時
期
　
　
　
　

事
　

業
　

内
　
容

１
月
　

各
単
位
団
が
主
体
と
な
っ
て
自
主

卜
　

的
活

動
を
行
う

。

４

月
　
新
入
会
員
入
会
式

フ

フ
ソ

ソ
大
会

６
月
　

（
東
郡
青
年
団
ス

ポ
ー
ツ
の
集
い

に
参
加
）

７
月
　

奉
仕
活
動
（

玉
松
台
清
掃

）

８

月
　
（
県
民
体
育
大
会
、
青
年
大
会

に

参
加
）

９
月
　

文
化
祭
（

協
議
会
十
周
年

記
念
式

も
含
む
）

‥日
月
　
県
外
研
修

・
球
技
大
会

1
2月
　

―
総
会

・
協
議
会
十
周
年
記
念
文
集
を
発

行

。

私
道
地
域
青
年

に
と
っ
て
こ
の
生
ま
れ

育
っ
た
『
蓬
田
』
こ
そ
活
動
の
場
で
す
。

み
ん
な
と
一
緒
に
何

か
を
や
っ
て
い
く
過

程
で
自
己
成
長

と
仲
間

づ
く
り
と
、
互

い

の
連
帯

感
を
生
み
出
せ
た
な
ら
い
い
と
思

ま
す
。
ふ
る
さ
と
で
生
活
し
て
い
る
仲
間

と
共
に
、
こ
の
地
域
が
抱
え
て
い
る
様

々

の
開
題
を
考
え
あ

い
、
や
が
て

は
こ
の
村

明
る
く
豊
か
な
す
み
ょ
い
村

づ
く
り
を

ス
ロ

ー
ガ
ン
に
蓬
田
村
社
会
教
育
集
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

研

究
主
題

は
「

村

づ
く

り
に
っ
な
が

る

村
民

の
学
習

、
実
践
活
動
は

ど
う
あ

れ
ば

よ
い
か
。
」
で

す
。

こ
れ
を
五
つ
の
分
科
会
に
わ
け
て
研
究

討

議
す

る
わ
け
で
す

。

一
は
、
本
村
の
社
会
教
育

は
ど
う
あ
れ

ば
よ
い
か
。

二
は
、
家
庭
教
育
学
級
に
お
け
る
運
営

と
学
習
内
容
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。

三
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
学
習
と
活
動
は
ど
う

あ
れ
ば
よ
い
か
。

四
は
、
婦
人
団
体
の
自
主
運
営
と
主
体

的
活
動

は
ど
う
あ

れ
ば

よ
い

か
。

五
は
、
高
令

者
学
級
の
学
習
内
容

と
施

設

は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
。

期
日
は
昭
和
四
十

九
年
三
月
二
日
で
蓬

田
中
学
校
を
会

場
に
行
な
い
ま
す
。

村
民
各
位
の
参
加

を
心

か
ら
望
み
ま
す

于
不
ル
ギ

ー
、
石
油
危
機
な

ど
、
燃
料

節
約
の
た
め
、
各
方
面
で
消
防
出
初
式
、加

山
止
さ
れ
て
い
る
が

、
本
村
消
防
団
で

は

団
員
の
士
気
低
下

を
懸
念
し
二
月
十
日
実

施
す

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

し

か
し
火
災
演
習

は
中
止
し
そ
の
ほ
か

は
例
年
通
り
実
施
致

し
ま
す

。

（ ２ ）

『
蓬
田
村

青
年
団
体

連
絡

協

議
会

昭
和
四

十
九
年
度
事

業
計
画

決
ま
る
』

村
づ
く
り
と
教
育
を
語
る
村
民

集
会
の
開
催

恒
例
消
防
初
午
二
月
十
日
実
施
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一
、
外

か
く
施
設
（

防
波
堤

）
着
工

昭
和
四
十
八
会
計
年
度
に
お
い
て

、
蓬

田

漁
港
区
域
内

に
外

か
く

施
設
を
設
置
す

る
は
こ
び
と
な

っ
た
、
当
事
業

の
根
拠

は

山
村
地
域
長
裃
漁
業
特
別
対
策
事
業
（
国

庫
補
助

事
業
）
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
本

村

に
お
け

る
漁
港
整
備

を
は
か
り
、
さ
ら
に

一
層

の
合
理
化
・
能
率
化
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
海
洋
開
発
の
先
行
投

資
で
あ
り
、
将
来

の
漁
業
経
営
に
お
け
る

収

益
の
向
上
を
目
的

と
し
て
い
る
。
現
在

総
工
事
費

、
一
千
三
百
八
十
万
円

で
建
設

中
で
あ
り
そ
の
計
画
平
面

は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

二
、
農
業
基
盤
整
備
の
促
進

昨
年

末
に
、
農
業
基

盤
整
備

を
目
的

と

し
て
、

ド
レ

ン
チ
ャ
ー
（
暗
渠
用
）
と

キ

ャ
タ
ピ
ラ
し
か
購

人
さ
れ
ま
し

た
。
現
在

キ
ャ
タ
ピ
ラ

ー
は
、
除
雪
作
業
に
活
躍
中

で
あ
り
ま
す

。

こ
れ
ら
の
欸
設
機

械
の
購
人

に
よ
り
農

業
基

盤
の
整
備

と
共
に
、
農
業
構
造
改
善

も
増
進
す
る
こ
と
が
、
よ
り
望

ま
し
い
道

の
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
。
本
村

の
地
勢
あ

る
い
は
現
在
の
情
勢
か
ら
み
て

、
こ
れ

か

ら
も
農
業
主
体
で
あ
ろ
う
と
す

れ
ば
、
構

造
改
善
が
一
層
進
め
ら
れ
、
農
業
経
営
に

お
け

る
分
業
化
な
い
し
は
協
業
化

、
さ
ら

に
は
、
販
売

ル
ー
ト
の
確
保
な

ど
、
ま
だ

ま
だ
改
良
す

べ
き
選
択

の
道
が
殘
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
れ
ら
が
逃
火

さ
れ
た
時
、
農
業

に
お
け

る
経
済
的
な
安

定
性

を
手
中

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
意
味

か
ら
し
て
も
、

ト
レ
チ
ャ

ー
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
の
購
入
は

こ
れ

か
ら
の
本
村
農
業

の
第

一
歩
と
考
え

て

お
り
ま
す
。

（
四
十

八
年
十
二
月
分
）

（
市
町
村
名
は
す
べ
て
本
籍

地
の
表
示

で
す

。
）

○
　

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

原

木
　

孝
（
青
森
市
）

小
山
内
由
紀
子
（
蓬
　

田
）

高
田
　

金
悦
（

郷
　
沢
）

坂
本
　
磴
１
（
青
森
市
）

福
井
　

鯰
幸
（
郷
　

沢
）

木
立
　

節
子
（
青
森
市
）

青
木
　

廐
孟
（

阿
弥
陀
川
）

細
越
登
喜
子
（

八
戸
市
）

籐
本
　
昭

二
（

長
　
科
）

藤
田
み
さ
子
（
栃

木
県
）

我
妻
　

良
一
（
宮

城
県
）

高
田
美
千
代
（

郷
　
沢
）

青
木
　

由
郎
（

阿
弥
陀
川
）

軽
部

ひ
ろ
子
（
東

京
都
）

石
岡
　

良
一
　（
蟹
田

町
）

越
田
　

千
春
（
郷
　

沢
）

柏
木
玖
仁
雄
（
石
川
県

）

坂
本
　

洋
子
（
長
科
）

次
原
　

広
敏
（
北
海
道
）

山
舘
　

牆
子
（
圜
辺
地
）

細
谷
　

勝
成
（
蓬
　

田

）

川
内
　

優
子
（
阿
弥
陀
川

）

須
藤
　

健
三
（
青
森
市
）

武
井
　

静
代
（
蓬
　
田

）

石
山
　

常
夫
（
北
海
道
）

清

水
　
せ
つ
（
蓬
　

田

）

越
田
　
　

豊
（
広
　

瀬
）

赤
平
　
　

都
（
五
所
川
原

市
）

鈴

木
　
　

清
（
北
澂
道
）

三
上
　

照
穂
（
中
　

沢
）

榎
木
　
正

明
（
埼
玉
県
）

小
松
　

章
子
（
蓬
　

田
）

坂
本
　

義
兄
（

中
　
沢
）

水
野
　

有
枝
（
千

葉
県
）

ご
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

伊
予
部
誠
子
（

良
毫

二
女
）

山
舘
　
　

泰
（

建
長
男

）

三
浦
　

浩
紀
（

浩
司

長
男
）

松
本
　

冬
萸
（

友
彦
二
女
）

山
舘
麻
衣
子
（

五
十

一
長
女

）

佐
井
　

博
郷
（

専
蔵
長
男
）

八
戸
　

一
枝
（

一
男
長
女
）

坂
本
　

智
恵
（

今
朝
男
長
女

）

小
野
寺

笑
理
子
（
博

雄
長
女
）

森
　
　
　

理
（

柳
長
男

）

山
舘
　
　

創
（

信
博
長
男
）

天
内
　

健
二
（

明
己

二
男

）

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

越
田
喜
三

郎
（

瀬
辺
地
）

櫛
引
　

正
昭
（

中
　

沢
）

八
幡
　

悟
（

高

根
）

角

山
　

勇
吉
（

蓬
　
田

）

倉
谷
　
昭
吉
（

阿
弥
陀
川

）

三

上
初
太

郎
（

中
　

沢
）

久
慈
　

み

さ
（

瀬
辺
地
）

田

中
　
重
助
（

広
　

圜
）

自
主
性
を
培
う
教

育
と
そ
の
成
果

毎
週
、
木
曜
日

に
な
る
と
、

「

先
生
、
き
ょ
う
は
何

を
や

る
の
で
す

か
。
」

と
、
思

い
が
け

な
い
生
徒
が
、
廊

下
で
す
れ
ち
が
い
ざ
ま
に
話
し

か
け
て
く

る
。
ふ
だ
ん
教
室

で
は
あ
ま
り
目
立

た
な

い
生
徒
が

、
週
一
回
の
必
修

ク
ラ
ブ
の
あ

る
日

は
、
朝

か
ら
目
が
輝

く
の
で
あ

る
。

本
校

は
、
今
年

度
の
研

究
課
題

を
、

－

生
徒
が
自

主
的

に
ク
ラ
ブ
活
動

と

取
り
組
む

た
め
の
指

導
は
ど
う
あ

れ
ば
よ

い
か
Ｉ

と
定

め
て
い
る
。
こ
こ
で

い
う

″
ク
ラ

ブ
″
は
、
従
来
の
課

外

活

動

の

″
部
″
で

は
な
く
、
文
部
省
の
教
育
課
程

に
あ

る
、
い
わ
ゆ

る
必
修

ク
ラ

ブ
の
こ

と

で

あ
る
。

前
期
は
、
戸
外
の
運
動
を
奨
励
す
る
ね

ら
い
も
あ

っ
て

、
運
動

ク
ラ
ブ
を
多
く
設

け
た
が
、
後
期

は
、
文
化
・
生
産

ク
ラ

ブ

を
主
と
し
、
十
三

の
ク
ラ

ブ
が
活
動
し
て

い
る
。

ユ

ニ
ー
ク
な
ク
ラ
ブ
を
紹
介
す
る
と
、

ま
ず
、
「

ね

ぷ
た
絵
」
の
製
作
に
励
ん
で

い
る
美
術
ク
ラ

ブ
が
あ

る
。
半
截
の
奉
書

に
、
ろ
う
を
引

き
、
墨
で
太

い
輪
郭
を
書

く
。
赤
・
緑

・
黄

な
ど
の
食
紅
で
色
を
つ

け
る
。
墨
の
黒
い
線
が
な

か

な

か

雄

渾

（

こ
ん
）
な

タ
ッ
チ

な
の
で

目

を

み

は

る
。
卒
業
式
の
こ
ろ

に
は
、
校
内
の

ど
こ

か
に
、
雄
壮

な
扇
ね
ぷ
た
が
飾
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
。

教
育
の
場
に
、
民

俗
芸
能
や
、
伝
統
工

芸
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
て

い
る
。
た
と

え
ば
津
軽
塗
り
な
ど
も
、
中
学
校
技
術
科

の
教
材
に
な
っ
て

い
る
。
郷
土
に
つ
い
て

理
解

を
深
め
る
こ
と
に
な
る
の
で

た
い
へ

ん
良

い
こ
と
で
あ
る
。
本
校
で
も

、
生
徒

と
と
も
に
、
「

ね

ぷ
た
絵
」

に
取
り
組
ん

で

い
る
佐
藤
養
教
の
存
在

は
心
強

い
。

北
条
教
諭
の
膝
下
（

し
っ
か
）

に
は
、

点
字

を
学
ぶ
生
徒

が
、
男
女
約
三
十
人
ほ

ど
集

ま
っ
て
い
る
。
目
下

点
字
器

を
使

っ

て

、
点
字
の
基
本
練
習
に
余

念
が
な
い

。

年
度
末

に
は
、
点
字
で
手

紙
を
書
け

る
く

ら
い
に
上
進
す

る
そ
う
で
あ

る
。
点
字
そ

の
も
の
の
上
逮
も
さ
り
な
が
ら
、
盲
人
へ

の
理
解
が
深

ま
れ
ば
さ
ら
に
貴
重

な
体
験

に
な
る
と
思

わ
れ

る
。

囲

碁
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
ほ

ど
日

本
棋
院

か
ら
二
段

の
免
許

を
得
ら
れ
た
相
内
教

諭

が
熱
心
に
指
導
し
て
い
る
。
十
九
人
の
ク

ラ

ブ
員

に
対
し
て

、
ま
ず
、
囲
碁

の
正
し

い
礼
儀

を
教
え

る
。
と
か
く
勝
負
の
み

に

と
ら
わ
れ
が

ち
な
生
徒
に
、
定
石

の
研

究

な

ど
も
や
ら
せ
て

い
る
。

将
棋
ク
ラ
ブ
は
三
十
三
人
も
の
多
数

の

生
徒
を
擁

し
、
指
導

の
先
生
も
木
浪
・
白

鳥
両
教
諭
で
あ
る
。
こ
れ

は
囲
碁
よ
り
も

上
逢
が
早
く

、
う
っ
か
り
し
て
い
る
と
先

生
が
負

か
さ
れ
た
り
す

る
こ

と
も
あ
る
。

ふ
だ
ん
腕
白
な
生
徒
が

、
こ
こ
ば

か
り
は

真
剣
な
顔
つ
き
で
対
局
し
て

い
る
光
蛩
は

な

ん
と
な
く

ほ
ほ
え
ま
し

い
。

バ
ト
ソ

ー
ト
ア
ラ

ー
ク
ラ

ブ
は
、
こ
れ

ま
で

、
蓬
中
祭
、
運
動
会

な
ど
で
一
部
披

露

さ
れ
た
が
、
現
在
の
ク
ラ

ブ
員

を
中
心

に
し
て

、
今
後
も
続
け
て

い
け
ば

、
蓬

中

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
と
一
緒

に
、
校
内
外
の
諸

行

事
に
色

ど
り
を
そ
え
る
こ
と
も
で
き
る

だ
ろ

う
。
佐
藤
（
淳

）
教

諭
が
熱
心
に
指

導
し
て

い
る
。
－

あ
ま
つ
か
せ
よ

も
の

か
よ
い
ぢ
ふ
き

と
じ
よ
Ｉ

か
る
た
ク
ラ

ブ
が
集
ま
っ
て

い
る
教
室

か
ら
は
、
生
徒
が
、
百

人
一
首

の
和
歌
を

朗
唱
し
て

い
る
声
が
聞

こ
え
て

く
る
。
か

る
た
ク
ラ
ブ
は
、
数
組

の
百
人

一
首

を
並

べ
て
対
面
し
、
正

し
い
作
法

に
し
た
が

っ

て

か
る
た
取
り

を
や

っ
て
い
る
。
和
歌

は

日

本
個
有

の
文
芸
ジ
ャ

ン
ル
で
あ

る
か
ら

な
ん
と
し
て
も
若
い
中
学
生
の
と
き

か
ら

も
っ
と
理
解

を
深
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
国

語

担
当

の
森
教
頭
が
熱
心
に
指
導
す

る
ゆ

え
ん
で
あ

る
。

宮
田
教

諭
指
導
の
「
写
真

ク
ラ
ブ
」

は

十

五
人
の
ク
ラ

ブ
員
を
擁
し
、
撮
影
・
現

像
・
焼
付
・
引
き
伸
ば
し
、
さ
ら
に
パ
ネ

ル
の
製
作

ま
で
や
ろ
う
と
は
り
き
っ
て

い

る
。
作

品
の
展
覧
会
か
開
く
ま
で
に
は
到

っ
て
な
い
が

、
か
い
ま
見
た
こ
と
に
よ
る

と
、
人
物
近
写
で

は
、
顔
の
表
情
が
良
く

と
れ
て
い
る
と
思

っ
た
。
指
導
の
効
果

は

や

は
り
歴

然
と
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
ク
ラ
ブ
で

は
、
調
理
と
手
芸

ク
ラ
ブ
で
は
実
習

を
主

と
し
、
家
庭
科

の

授
業
で
で
き
な
い
も

の
を
や

っ
て
い
る
の

で
、
生
徒

は
木
曜
日

の
、

ク
ラ
ブ
の
時
間

（ ３ ）

二
つ
の
山
村
地
域
農
林
漁
業
特

別
対
策
事
業

戸

籍

の

窓

口
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を
待

ち
こ
が

れ
て
い
る
。

子

ど
も
の
、
個

々
の
創
造
性

を
伸
ば
す

教
育
は
、
た
と
え
ば
、
本
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
の
よ
う
な
場
を
与
え
て
や
る
と
、
た
ち

ま
ち
の
効
果

が
現

わ
れ
る
。
し
か
し
、
わ

れ
わ
れ
が
課
題

と
し
て
い
る
の
は
、

″
自

主
的
に
行

動
で
き

る
生
徒
″

な

の

で

あ

る

。
単
に
、
何

か
を
身
に
つ
け

た
と
か
、

じ

ょ
う
ず
に
な
っ
た
と
か
い
う
だ
け
な
ら

生
徒
に
と
っ
て
は
喜
び
で
あ
ろ
う
が
、
そ

れ

は
形
の
上
で
の
変
容
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い

。こ
の
ほ
ど
、
今
年
度
二
回
目

の
ク
ラ
ブ

意
識
調
査
を
し
て

、
み
て
い
わ
ゆ
る
。
ク

ラ

ブ
不
適
応
児
が
、
当
初
十
数

パ
ー
セ
ン

ト
あ

っ
た
の
に
、
今
で

は
皆
無
に
近
い
ま

で

に
激
減
し
い
い
る
こ

と
を
認
め
る
こ
と

が
で
き

た
。
本
校

の
生
徒

は
、
人
間
形
成

の
上
で
も
、
自
主
性

の
向
上
で
も
、
あ

き

ら
か
に
上
向
き
に
変
容

し
つ
つ
あ
る
よ
う

に
思

う
。
そ
の
最
終
的

な
成
果

は
、
生
徒

ら
の
将
来

ま
で
待
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
あ

る
。

ク
ラ
ブ
や
部
以

外
に
活
躍
し
た
生
徒

と

し
て

は
、
「
国
体

ポ
ス
タ
ー
」
に
、
二
年

の
坂
本
慶
子
の
作

品
が
、
み

ご
と
に
入
選

を
果

た
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
図
が

ら
は
、
緑
の

ヒ
バ
林
に
敷
き
つ
め
ら
れ
た

青
森
県

の
上
空
に
、
県
鳥

の
白
烏

が
羽
ば

た
い
て

い
る
も
の
で
、
色
調
も
あ
わ
く

、

て
ら
い
が
な
い

。
中
学
生
で
あ

る
作
者
の

少
女
ら
し
い
純
真
さ
や
、
物

事
を
す
な

お

に
み
る
心
が

、
審
査
に
あ

た
っ
た
方

た
ち

の
心
を
ひ
き
っ
け

た
も
の
だ
ろ
う

。
応
募

作
品
百

数
十

点
の
中

か
ら
、
わ
ず
か
数
点

ま
で
厳
選
さ
れ
た
中
に
は
い
っ
た
の
だ
か

ら
、
な
ん
と
し
て
も
賞
賛

に
価

い
す

る
。

同

時
に
応
募

し
九
大
川

誠
二

の
作
品
も
佳

作

に

は
い
っ
て

い
る
。
来
年
度

に
、
「
青

森
国
体
」
を
Ｐ
Ｒ
す

る
会
場
が
開

か
れ
、

こ
の

ポ
ス

タ
ー
が

、
多
く
の
人
の
前

に
展

示
さ
れ
る
と
い
う
。
美
術
科
担
当

の
高
橋

（

憲
）
教
諭
、
お
よ
び
免
許
教
科

美
術
の

中
村
校
長
が
、
側

囲
か
ら
こ
の
ポ
ス
タ
ー

製
作
に
心
血
を
そ
そ
い
だ
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
る
ま
い
。

体
育
科
で

は
、
全
生
徒
に
「
走
行
距
離

く
ら
べ
」
を
や
ら
せ
て
き
た
。
こ

れ
は
、

体
育

の
学
習
時
間
中
に
、
あ

る
い
は
放
課

後

な
ど
の
時
間
に
、
生
徒

が
グ
ラ

ン
ド
を

走
っ
た
距
離

を
累
積
し
て
い
く

も
の
で
あ

る
。
陸
上
競
技
部
の
男
子
の
何
人
か
は
、

す
で

に
百
五
十

キ
ロ
も
走
り
続
け
、
雪
が

っ
も
っ
た
今
で
も
、
ま
だ
走
行
距
離

を
延

ば
し
つ
っ
あ

る
。
蓬
田

か
ら
県
境
ま
で

を

往
復

走
破
す

る
く
ら
い
の
走
行
距

離
と
な

る
だ
ろ

う
。
進
化
論
的
に
言
え
ば
、
「
走

る
」
こ
と
は
、
人
類

に
残
さ
れ
た
最
後

の

動
物
的
機
能
で
あ
り
、
足
腰
の
鍛
練
と
、

体
力
の
増
進

の
た
め
、
こ
れ
に
勝
る
運
動

は
な
い
。

払
う
間

に
そ
で

は
濡
れ
ゆ
き
春
の
雪

九
合

唐
突

な
例
を
引

い
て
恐
縮
だ
が
、
作

者

の
九
合
は
、
今

か
ら
百
五
十
年
ほ

ど
前
の

文
政
年

間
、
阿
弥
陀
川
村

に
い

た
俳
人
で

あ
る
。
ま
た
、
上

磯
地
方

の

根

本

史

料

「
積
載
別

記
」
を
著

わ
し

た
青
木
彦
兵
衛

も
阿
弥
陀
川

の
村
役
人
で
あ

っ
た
。
こ
れ

ら
の
人
は
、
そ
れ
そ

れ
立
派
な
業
績
を
残

し
、
後
世
ま
で
名
を
と
ど
め
た
地
域
の
先

覚
者
で
あ
る
。

農
村
地
域
の
子

弟
の
教
育

に
た
ず
さ
わ

っ
て
思
う
こ
と
は
、
村
落

の
構

造
の
歴
史

的
生
成
課
程
や
、
そ
こ
に
隹
む
人

々
の
精

神
形
成
の
歴
史
的
課
程
を
知

ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点

の
納
得

が
な
い
限
り
、
求
め
る
人
間
像
が

形

づ
く
ら
れ
な
い
し
、
し
た
、が
っ
て
腰
を

据
え

た
教
育
も
で
き
な
い
。

か
っ
て
蓬
田
村
史
を
通
読
さ
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
各
時
代
の
村
落
の
様
子
や

、
モ

こ
に
息

づ
い
て
い
た
村
人
の
姿

を
、
お
ぼ

ろ
げ

な
が
ら
イ
メ

ー
ジ
化
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
近
世
封
建
社
会
に
あ
り
な
が
ら
、

何

も
か
も
偽
政
者
の
言
い
な
り
に
な
っ
て

い
た
わ
け
で
も
な
い
。
生
活
を
守

る
た
め

に
、
生
活

を
豊

か
に
す
る
た
め
に
は
、
村

人
た
ち
は
抵
抗
も
し
た
し
、
く
ふ
う
も
し

た
。
今
日
で

い
う
自
主
的
な
行
動
も
あ

っ

た
わ
け
で
あ

る
。

筆
者
は
、
三
百
名
の
少
年
少
女
諸
君
と

毎

日
こ
の
学
び
や
で
暮
し
な
が
ら
、
彼
等

が
、
―

ま
だ
ま
だ
、
磨

か
れ
ざ
る
玉
で
あ

る
Ｉ

と
い
う
感
慨

を
持
つ
こ
と
し
き
り
で

あ

る
。
近
く
近
代
的
な
、
す
ば
ら

し
い
校

舎
が
完
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が

、

蓬
中
生
抛

の
練
成

の
場

と
し
て
心

か
ら
喜

び
つ
つ
春
を
待

っ
て
い
る
。
蓬
田

の
子
供

た
ち
が
無
限
の
可
能
性

を
秘
め
て

い
る
故

に

。
　
　
（
蓬
田
中
学
校
　

木
村
慎
一
）

四

十

九

年

一

月

十

四

日

（

月

）

卓

球

大

会

結

果

蓬

田

小

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

団

体

戦

優

勝
　

四

年

一
組

藤

本
　

貞

春

、

青

木
　
　

実

横
山

き
み

え

、

武
井
　

礼

子

宮
田

み

さ
子

二

位
　

五
年

一
組

相

内
　

潔

、

福

井

匸

一
三

田

中

嘉
太

郎
、

細

谷
　

ッ

ギ

三

位
　

一
年

一
組

和

田
　

定

衛

、
栗

原
　

孝

之

下

山
　

含

み

、

久
慈
　

和
子

坂

本

あ

っ
子

個
人

戦

・

男

子

の
部

優

勝
　

青

木
　

実

（

四

年

一
組

、
阿

弥

陀
川

）

二

位
　

中
川

信

義

（

三
年

二

組

、
郷
沢

）

三

位
　

工

藤

由
光

（

六
年

二

組

、
長

科

）

・

女

子

の
部

優

勝
　

横

山

き

み

え

（

四

年

一
組

、
阿

弥

陀

川

）

二

位
　

坂

本

あ

っ

子

（

一
年

一

組

、
中

沢

）

三

位
　

中

川

明

子

（

三

年

二

組

、

郷
沢

）

・

学

校

対
抗

（

女
三

名

、
男

二

名

計

五
名

）

Ｏ

オ

ー

ダ

ー

（

女

、
男

、
女

、
男

、
女

）

本

年

度

の

計
画

一
、

野

球

大
会

（

八
月

中

旬

）

…
男

子

バ

レ

ー

ボ

ー
ル
大

会

（

八

月

由

旬

）
・
：
女

子

二

、

卓

球

大
会

（

一
月

中

旬

）
・
：
男

女

※

企

画

、

運

営

に

つ

い
て

は

、

本
年

度

の

卓

球

大

会

を
参

考

に
し

会
員

よ

り
意

見

を
き
き
、
多
数
参
加

出
来
る
よ
う

に
配

慮

す
る
。

去
る
一
月
十

九
、
二
十
日
、
浅
虫
雪
花

荘
に
お
い
て
、
東
青
地
区
の
青
年
団
体
リ

ー
ダ

ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本

村
青
年
団
体

か
ら

は
二
十
名
ほ

ど
参
加
し

ま
し
て

、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
心
が
ま
え

や
知
識
を
学
習
し
て
来
ま
し
た
。
近
年

、

と
く

に
青
年
団
体
活
動
の
無
気
力
さ
が
云

わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
さ
い
わ
い

本
村
の
青
年
団

体
連

絡
協
議
会
は
、
諸
先

輩
方
の
指

導
よ
ろ
し
く
年

々
活
発
に
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
こ
う
い
う
リ

ー

ダ
ー
研
修
会
に
は
、
進

ん
で
参
加
し
リ

ー

ダ
ー
と
し
て
の
知
識
を
い
っ
そ
う
身
に
つ

け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す

。

厚
生
年
金
保
険
、
船
員

保
険

、
各
種
の

共
済
組
合
な

ど
の
年

金
制
度

は
、
国
民
年

金
制
度
が
っ
く

ら
れ
る
以
前

か
ら
あ
っ
た

制
度
で

、
会
社
や
工
場
に
勤
め
て

い
る
大

な
ど
が
、
こ
の
年
金
制
度

に
加
入
し
て
い

ま
し

た
。
み
な
さ
ん
が
よ
く
ご
存
知
の
恩

給

と
い
う
の
も
こ
の
一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
な

か
で
、
農
林
漁
業

、
サ

ー
ビ
ス
業
な

ど
の
自
営
業
者
、
そ
の
家
族

あ
る
い
は
そ

の
従
業
員

と
い
っ
た
人

々
の

強
い
要

望
に
よ
っ
て
、
昭

和
三
十

六
年
四

月
か
ら
保
険
料

の
拠
出
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
制
度

に
は
必

ず
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら

な
い
大

と
希
望
し
て
加
入
す
る
こ

と

の
で
き
る
Λ

か
お
り
現
在
、
強
制
加
入

者

は
全
国
で

て

九
六
九
万

人
、
当

村
で

は

一
、
五
五
六
人

、
任
意
加

入
者
は
全
国
で

四
七
一
万
人

、
当
村
で
は

Ｉ
〇
四

名
の
大

が
加
入
し
て

い
ま
す

。

給

付
と
し
て

は
老
令
（

通
算
老
令
）
年

金
、
障
害
年
金

、
母
子
（

準
母
子

）
年
金

遺
児
年

金
及

び
寡
婦
年
金
の
ほ

か
、
死

亡

一
時
金
が
あ

り
ま
す

。

こ
の
国
民
年
金
制
度
は
、
保
険
料

を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
に
は
保
険
料
を
免

除
す
る
制
度

、
ま

と
め
て
保
倹
料

を
納

め

て
お
き
た
い
人
に

は
保
険
料

を
前
納
す

る

制
度
等
が
あ

り
ま
す
の
で
、
免
除

を
受
け

た
い
方
、
前

納
し
た
い
方
は
役
場
国
民
年

金
係
へ
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

参
考
（

十
二
月
末
現
在
）

老
令
年

金
受
給

者
（

請
求
中
も
含
）

八
十
一
名

死

亡
一
時

金
　
四
件

障
害
年
金
　
　

七
名

母
子
年

金
　
　

十
八
名

遺
児
年
金
　
　

一
名

寡
婦
年
金
　
　

二
名

去

る
一
月
十
二
日
、
玉
松
公
民
館
に
お

い
て
出
稼
組
合
総
会
が
開
催

さ

れ

ま

し

た
。
総
会

に
先
だ
ち
、
午
前
中
保
健
所
長

に
来

村
し
て
い

た
だ
き
健

康
診
断
と
出
席

者
各
位

の
適
切
な
健

康
管

理
の
指
導
を
あ

お
ぎ
ま
し

た
。
午
後
、
総
会

を
開
催
し
、

議
案

審
議

の
あ

と
役

貝
選
任

に
移
り
次
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

組

合

長
　
田
中
　

勇
三

刻
組
合

長
　
藤
田
喜

勇
一

″
　
　

久
慈
　

勝
美

会
　
　

計
　
中
川
　

幸
雄

理
　
　

事
　
中
沢
　
工
藤
正
暉

長
科
　

佐
々
木

勇
太
郎

阿
弥
陀
川
　

森
林
　

之
進

蓬
田
　
　
　

宮
田
　

一
郎

郷
沢
　
　
　

高
田
　

智
吉

瀬
辺
地
　
　

田
中
　

秀
雄

広
瀬
　
　
　

佐
井
小
二
郎

高
根
　
　
　

八
幡
甚
四
郎

監
　
　

事
　
松
本
　

松
雄

野
噐
　

幸
雄
、
神
　
　

良
道

飯
田
兼
太

郎
、
八
幡

樫
太

郎

今
回
の
総
会

の
出
席
者
は
、
六
十

一
名

（

総
組
合
員
数

六
百
五
十
名
）
で

、
青
森

職
業
安
定
所
長
及

び
県
出
稼
対
策
室

か
ら

来
賓
か
お
り
ま
し
た
が
、
今
一
つ
盛
り
上

が
り
の
な
い
総
会

に
終
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

（ ４ ）

東
青
地
区
青
年
団
体
リ
ー
ダ
ー

研
修
会

国
民
年
金
制
度
と
は

国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
（

匸

出
稼
組
合
総
会
終
っ
て
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